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＜連絡事項＞

· 14時～16時ごろまで管理棟ボイラー修理があり、その間お湯が出なくなります。北病棟のお風呂はボイラーが別なのでお湯は出ます。
· 3月3日　13時～16時まで4回目の家族教室がありあます。講師は田名部Ｄｒです。お正月の外出泊･面会時に、ご家族へ参加の声掛けお願い致します。
＜患者様連絡事項＞

· 田中　ミサヲ様～咳嗽、咽頭痛、痰が出ると訴えあり、ＰＬ顆粒は昼で飲み切り止めと

　なり、夕方食前より葛根湯が3日分処方となっています。感冒症状の観察をしていきましょう。

· 田端　テル様～昨日より身体不調の訴え聞かれ、本日は朝食後に嘔吐したと話され、頭
がぼーぼーする、呼吸苦、嘔気の訴え聞かれています。本人希望にて頭部へのクーリングで様子観察しています。「ソーセージ食べると楽になる。」と話し摂取され、「呼吸は楽になった」と話されています。昼食は半分摂取していますが、嘔吐はありません。今週はご家族の面会がなく、心気的な訴えと考えられますので、不安･心配な事などの訴えを傾聴し、身体症状の観察もしていきましょう。
· 加賀谷　芙美子様～12月31日14時～1月3日15時まで、ご家族より外泊願いがあり
ます。診察時に主治医へ確認予定です。確認後に、ご家族への連絡お願いします。

· 泉川　ケイ子様～12月31日9時～1月3日17時まで、ご家族より外泊願いがあります。
　診察時に主治医へ確認予定です。確認後に、ご家族への連絡お願いします。
＜クリスマスパーティー反省＞

· ケーキの個数が合わなかったので、発注する際に個数の確認をすべきであった。

· スタッフがケーキを配る際に手間取ったが、ケーキの種類が多く、患者様が食べたいケーキを選択出来て良かった。

· 飲み物の種類･量は適度であった。

· プレゼントは、日用品で普段から使用できる物で好評だった。

· 夕食会での食器が、いつもと同じ食器だったので、患者様より「がっかりした。」と意見があった。

＜猪股Ｄｒ診察状況＞

· 蛭名　豊美様～お正月の外泊に行くと言ったり、行かないと言ったりはっきりしません

が、許可は出しておく事伝えると「やっぱり行く。と話されています。お母様へは、電話で外泊へ行く事と伝えています。性的逸脱行為はありませんが、他者のペットボトルで飲水していることがあり、振り返りをしています。引き続き、性的逸脱行動と多飲水状況について観察していきましょう。

· 木村　義重様～倦怠感の訴え聞かれていますが、日課やプログラムへの支障はありませ

　　ん。倦怠感の有無の確認と、日課やプログラムへの参加状況について観察していきましょう。

· 古川　富蔵様～言葉がしゃべりずらいと話すが、以前より聞き取り易くなっています。

洗面は自ら行う事が出来るようになってきています。引き続き、洗面の実施状況の観察と、出来ていない時は促していきましょう。

· 大橋　照子様～最近は落ち着いてるが、症状に波がある事について尋ねられると、「別

に変わりはない。」と話されています。外出に一人で行きたいと希望聞かれますが、スタッフと付き添いで行くようにと説明受けると了解されています。

＜看護師と心理職との連携について～ディスカッション～＞

精神科看護師⇒患者様の生命・生活を、生物的・心理的・社会的の3つの点で関与している。医師が主として生物的生命を重視してきたのに対して、看護師は、心理的・社会的生命に気を配る立場であり、このような背景から、精神科チーム医療においては看護師こそ中心的役割を担うべき職種といえる。

当院の臨床心理士の仕事⇒カウンセリング　心理検査　再スタートミーティング　

ゼロの会（集団精神療法コンダクター）

・協力して出来る事･･･それぞれの視点からの意見があるため、専門としてのアセスメントをし、その内容をカンファレンスで共有することにより、主治医の治療方針に合わせてより良いケアが行なえる。情報共有が大切であり、それぞれの専門性を高めていく事が出来るのではないか。心理士としては、アルコール依存症プログラムやＳＳＴの知識を、スタッフの方々へ伝えていく啓発活動を行っているので、勉強会があった際は参加していきましょう。

